
Keywords: 全体印象，誘目性，色配置，色組合せ． 
 
１．はじめに	
 

	
 何かに注意を向ける際の判断には，対象の持つ

「誘目性」が大きく関わっている．誘目性とは，

本研究では「対象が持つ人の注意を引きつける度

合いである」と定義する．その性質から誘目性は

注意喚起を必要とする現場や集客を狙った商業

広告等の様々な場面において利用されている．	
 

	
 誘目性は，主に色彩による影響を強く受け，明

度や彩度が高いほど強い誘目性を示すといった

色の特徴による一定の法則性が存在することが

先行研究によって示されている[1-6]．一方で，

対象の形状・大きさ・位置関係等の要因も誘目性

に影響を与えており，これらの要因の相互関係に

よって対象における誘目性の度合いが決定され

ると考えられる．しかし，色彩のみが寄与する場

合の法則性とは異なり，その他の要因に関する機

序は，いまだ明確ではなく総合的な先行研究も行

われていない．その理由として，複数の刺激を用

いて誘目性の機序を求めることが困難であり，複

数の要因が影響する刺激についての定義も曖昧

で有ることが挙げられる．	
 

	
 解決への道筋として，刺激要因を限定した上で，

個々に誘目性に与える影響を検証し，それぞれの

要因毎の定義を定めることが考えられる．我々は

現在，物体全体における色刺激とその位置関係に

着目して研究を行っており，先行研究[4-6]では

正方形状の灰色パネル(７枚)とある１色の色パ

ネル(２枚)から成る正方形図形を刺激とした．色

パネルの配置が異なるそれらの図形を一対比較

によって測定して誘目性に与える影響について

検討した．	
 

	
 本研究では，先行研究で刺激図形内において同

色であった２枚の色パネルを．異なる色として

「正方形図形パターン全体における色刺激の位

置と色の組み合わせ」が誘目性に与える影響につ
いて測定した．	
 

２．実験手法	
 

(1)	
 設備	
 

	
 本実験は暗室内(図１)に設置された刺激呈示

用のディスプレイと応答用のテンキーを用いて

行い，著者と被験者の間には遮光板を設置した．

実験中はディスプレイの正面に座り，事前に暗順

応を待った上で事件を開始した．	
 

 
図１:実験設備	
 

(2)	
 実験刺激	
 

	
 本実験では，灰色背景色で着色された７枚のパ

ネルと異なる刺激色で着色された２枚の色パネ

ルから成る３x３の正方形状の図形を刺激図形と
して黒色背景上に水平配置して呈示した(図２)．	
 

	
 刺激色には，誘目性が高いことが先行研究で示

された赤色の他に，青，緑を加えた３色を用いて

実験を行い，刺激色と灰色背景色は測光によって

等輝度になるように RGB 値を調整した．各刺激色

の設定値は(表１)に示す．	
 

 
図２:呈示刺激の例(赤&青)	
 

異なる２色の色パネルの位置関係が刺激全体の	
 

誘目性に与える影響	
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表１:刺激色の設定値	
 

 

	
 刺激図形は色パネルの位置および色の配置が

異なる 39 種類を作成して，(赤&青)，(青&緑)，(緑

&赤)のそれぞれ色の組み合わせの異なる３通り

を用意した．先行研究[4-6]と同様に，色パネル

の位置関係に基づき刺激図形を４カテゴリに分

類して検証に用いた(図３)．各カテゴリは，カテ

ゴリ１：２枚の色パネルが１辺を共有して左右も

しくは上下に隣接している配置関係，カテゴリ

２：２枚の色パネルが１つの頂点を共有して斜め

に隣接している配置関係，カテゴリ３：２枚の色

パネルが隣接せずかつ同一の行または列上に存

在する配置関係，カテゴリ４：２枚の色パネルが

隣接せずかつ同一の行または列上に存在しない

配置関係，である．	
 

	
 本実験では，色パネルの位置関係が同一な刺激

図形において刺激色の配置の違いが誘目性に与

える影響について検証するために，左右対称の刺

激図形に関しては位置関係に限って誘目性に与

える影響に大きな差は生じないと仮定した上で，

左右対称の刺激図形で色の配置が入れ替わるよ
うに設定して両者の選択率を比較した．	
 

(3)	
 測定手法	
 

	
 被験者の暗順応を待った上で実験を開始した．

実験では，ランダムに選出された２種類の刺激図

形を被験者に呈示した．被験者は，直感的に目立

つと感じた刺激図形を選択して応答を行った．こ

の際，直前に呈示した刺激図形による残像や判断

への影響を避けるために，刺激図形の呈示位置は

毎回少しずつ変えて呈示した．	
 

	
 一連の試行を同一の刺激図形を除く全ての組

み合わせによる一対比較が終了するまで続けた．

実験は色の組み合わせの異なる３通りの実験刺

激を用いて各色３回ずつ行った．呈示する刺激図

形や色の組み合わせの順序は被験者毎にランダ
ムに変更した．	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

図３:カテゴリに属する刺激図形の例 

３．結果と考察	
 

	
 本研究では，ある刺激図形が一対比較法によっ

て選択された確率を，その図形の選択率として誘

目性の度合いを判断する基準とした．各パターン

の選択率を求めた後，パターン全体およびカテゴ

リ間の順位付けを行い，それを基にパターン順位

と色パネルの配置的特徴，左右対称の刺激図形に
おける刺激色の位置関係について検討を行った．	
 

	
 各刺激色の全ての組み合わせにおいてカテゴ

リ１，２に属する刺激図形が高い選択率を示し

(図４,５)，カテゴリ間比較において選択率に有

意差が見られた(p	
 <	
 0.05)．カテゴリ１の選択率

について，刺激図形内の色パネルを同一色にして

行った先行研究[4-5]では，カテゴリ１が最も低

い選択率を示していた(図５)．この際，同一色で

あるために辺で接することによって刺激図形の

境界が曖昧になり，長方形単体刺激とみなしたこ

とにより誘目性に抑制方向の影響が生じたと結

論付けた．これに対して今回の実験では辺で接し

ていても異なる刺激色によって２つの色パネル

を認識することができたため，抑制的影響を避け

られたと考えられる．その一方で，(青&緑)の色

組み合わせでは，刺激図形の順位にばらつきが見

られた．青と緑の間では赤との間ほどの色合いの

違いを感じられず，被験者や刺激図形によっては

先行研究と同様に１図形（長方形）とみなす抑制

的影響が生じたと考えられる．これら結果は，物

体全体における刺激は単体刺激より複数刺激で

あるほうが誘目性に与える影響が大きいとした

先行研究の結論を支持する．	
 

	
 このように今回の実験結果では，選択率順位に

おいてカテゴリ１が選択率上位となったことか

ら，選択率上位のカテゴリ１，２と下位のカテゴ

リ３，４とのパターン特徴の相違点は，２つの色

パネル間の距離（辺や点で接する，あるいは距離

がある）である（上位と下位のそれぞれ２カテゴ

リ間の選択率の差は有意	
 (p<0.05)）．つまり，パ

ネルの色差により異なる刺激と認識できる状況

では，パネル同士が近傍にあれば，誘目性が高く
なる傾向にある．	
 

	
 左右対称となる２つの刺激図形の選択率を比

較した結果は，(赤&青)，(緑&赤)の組み合わせで

は，刺激図形の中心および中心軸(中心行もしく

は中心列)に赤色パネルが位置する場合に選択率

で常に優位にあることが示された(表２)．一方，

(青&緑)ではどちらかの色に偏るような特徴は見

られなかった．これに関して，先ほどの２色の色

合いに注目した考察を踏まえて，中心および中心

軸に位置する色刺激と他の色刺激との色差が左
右対称図形の選択率に関係していると予想し，３

P-1０  日本色彩学会誌　第39巻　第5号  （2０15年）

125Supplement

Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service



	
 

図４:各図形の選択率順位

図５:カテゴリの選択率順位（左:本実験,右:先行研究[5]）

つの刺激色と灰色背景色間の色差を CIE1976	
 

L*u*v*色差式を用いて検証した．その結果，灰色

背景色に対して赤色が最も大きい色差を示した

(図６)．また３色間においては(赤&青)，(緑&赤)

が比較的高い色差を示し，(青&緑)は他と比べて

低い色差であった．これらのことから，本実験に

おける赤色のように他の色と比較して色差が大

きい色刺激が，パターン全体のどの位置にあるか

ということが，誘目性に大きく影響していると考
えられる．	
 

	
 刺激図形全体の選択率順位において，色の組み

合わせ毎の選択率に注目すると，赤色を含む組み
合わせは選択率の上位と下位で選択率に大きな	
 

表２:左右対称における中心および中心軸に位置

する色パネルの刺激色（左側:選択率上位）	
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差が見られる．一方で，(青&緑)は選択率の上位

と下位で選択率にそれほど大きな差は無く，グラ

フ上では選択率の中心(０.５)に比較的寄った選

択率になっていることが示された．３色の組み合

わせそれぞれにおいて選択率の標準偏差を求め

た結果でも，(赤&青)，(緑&赤)は(青&緑)の倍近

くの値を示した	
 (図４中の表)．このことから，

色差が大きい場合はその刺激色の位置によって

誘目性が大きく変化する一方で，本実験における

(青&緑)のように刺激色間の色差が小さい場合に

は，位置関係による誘目性の差が生じにくいこと
が示唆される．	
 

 

図６:各刺激色と灰色背景色間の色差 

	
 

	
 

４．結論	
 

	
 本研究では，同色 2 枚の色刺激の位置関係が誘

目性に与える影響に関する先行研究に対して，２

色の異なる刺激色の組み合わせによる色刺激の

位置と色の組み合わせが誘目性に与える影響に

ついて検証し，先行研究で結論付けた法則性と比
較した．	
 

	
 結果により，異なる色刺激の場合はカテゴリ１,

２の選択率が比較的高いことが示された．カテゴ

リ１の高選択率は，先行研究とは大きく異なって

おり，異なる２色を用いることで，異なるパネル

刺激と認識できるか否かによって位置関係の法

則性に変化が生じるという新たな知見が得られ

た．一方で，カテゴリ２や，中心および中心軸が

他の配色と色差の大きい色によって強く印象付

けられる刺激図形の場合に，高い選択率を示す，

といった先行研究で結論付けた位置関係の法則

性と共通する結果も見られ，単色か複数色かの違

いによらず誘目性に影響を与える特徴が存在す
ることも示された．	
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